
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海大学 

 

教 員 氏 名   坂巻 文雄（さかまき ふみお） 

取 得 学 位   博士 （医学） 

現在の身分（役職名）  教授（内科学系呼吸器内科学・付属八王子病院呼吸器内

科医長） 

専 門 分 野   呼吸器内科学、肺循環障害、呼吸不全 

現在の研究課題  肺高血圧症・肺循環障害の病態機序、難治性喘息の併存症、凝固

線溶異常と治療、日本人に適した肺癌治療と緩和ケア 

所 属 学 会   日本内科学会、日本呼吸器学会、日本呼吸器内視鏡学会、日本肺

癌学会、日本臨床腫瘍学会、日本循環器学会、日本感染症学会、

American Thoracic Society (ATS) 

 

研究内容 

1. 胸部機能検査技術の開発とその評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラットパネルディテクタを用いた胸部動態画像解析システム（以下、FPD）は、従来の胸部単純 X 線撮影 4-5

枚分とほぼ同等以下の被曝線量で X線動画検査を実現でき、胸郭の動きの解析に加え、肺換気および血流

動態を画素値の変化として表すことができる。種々の呼吸器疾患・肺循環疾患症例に撮影を行い、臨床情

報との対比を行っている。 

 

 

2. 肺高血圧症に関する臨床研究 

教員紹介 
 
領域（医学部組織）  
呼吸器内科学 
 
専門分野キーワード 
 
 



 

肺動脈性肺高血圧症(PAH)や慢性血栓塞栓性肺高血圧患者におけるバイオマーカーとして P-セレクチンやト

ロンボモジュリンが有用であり、治療効果を反映することを明らかにした（図）。様々な肺高血圧症治療薬が開

発され、PAH患者の予後は改善しつつあるが、肺実質病変を有する PAH症例での肺血管拡張薬治療は

QOL の改善をもたらすが換気血流比不均等による低酸素血症を増悪させ予後を必ずしも改善しないことを示

した（第 49 回日本呼吸器学会総会シンポジウム, 2009）。または肺血流を視覚化かつ定量評価できる方法を

上記図のように示した（第 12回呼吸機能イメージング研究会学術集会ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ） 

 

今後の抱負 

 

1) 肺動脈性肺高血圧症（原発性肺高血圧症）や慢性血栓塞栓性肺高血圧症に比べ、呼吸器疾患(換気

障害・低酸素血症)に伴う肺高血圧症は薬物治療のエビデンスが乏しく、予後も著しく不良です。目標とし

ては肺循環障害についての研究グループを立ち上げ、リウマチ・感染症内科、循環器内科、心臓血管外

科などの診療科および他施設と協力して臨床研究に取り組み、日本からのエビデンスを作ることを目指しま

す。 

2) 八王子病院に赴任して地域に難治性喘息の患者さんがまだ多数存在することを実感しました。難治性喘

息を本当にｽﾃﾛｲﾄﾞ抵抗性の群と併存症やｱﾄﾞﾋｱﾗﾝｽ不良のために治療効果が上がらない群とで明確に

分ける必要があり、そのためのデータベース作成と治療・対処法の確立を目指した臨床研究を指向します。

また喘息の難治化と凝固線溶系の活性化についても臨床研究に検討します。 

3) 化学療法及び呼吸器外科・放射線治療科と協力した肺癌の集学的治療体制の構築を進めてまいりま

す。特に高齢者、合併症を有する患者に対する生活の質を重視した化学療法および緩和療法の開発

に、臨床試験を通じて取り組んでまいります。単に医学的な薬効や生存期間延長を検討するのみでなく、

看護部門、リハビリテーション部門、社会医療事業の部門の方々とも協力して身体的あるいは社会的弱

者のためのがん診療の疫学的・実践的研究も立ち上げたいと思います。 

4) 上記１・の胸部動態画像をもちいた呼吸機能評価を放射線画像診断科、放射線技術科との共同研究で

立ち上げ、現在進行中です。 

5) 新型コロナウイルス感染症の診療にあたった経験を基に、患者背景、臨床データ、治療法の検討を行ってい

ます。 
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